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２．大学の将来構想 

 宮崎医科大学（現・宮崎大学医学部）は、昭和４９

年に創設され、昭和５５年に大学院医学研究科が設置

された。マンパワー不足などの不利な研究条件をクリ

アするため、医学研究科（博士課程）は基礎・臨床・

講座間の壁をなくし、細胞・器官系、生体制御系、生

体防衛機構系、環境生態系の４専攻とし、複数の教員

が共同で大学院生を養成するシステムを導入してきた。

この制度的保障によって、大学院の充足率の低さによ

る若手研究者・マンパワー不足をある程度補うことが

でき、本拠点申請時で卒業生の６人が本学の教授、６

人が他大学の教授に就任しており、これは新設医科大

学としては特記すべき数である。 

 本学の世界に誇り得る研究業績は創設以来の生理活

性ペプチドの発見と生理作用の研究である。特筆すべ

きは、１９８３年の心房性ナトリウム利尿ペプチド

(ANP)、それに続く、BNP, CNP、アドレノメデュリン(AM)

およびその関連ペプチド、グレリンの発見と生理作用

の解明などで世界の先導的役割を果してきたことであ

る。これらの研究業績には本学の多くの卒業生の多大

な貢献があった。 

 地方の単科医科大学の例にもれず、大学院充足率の

低さが長年続いていたが、平成１５年度には医科学専

攻（修士課程）の設置を計画しており、充足率の低さ

の問題はかなり解消されるものと期待される。 

 平成１５年１０月、宮崎医科大学は宮崎大学と統合

する。新生大学の将来構想の理念の１つは、「生命科

学に特色を持つ大学の創造」である。この理念の具現

化のため、学部横断的な「生命科学に特色を持つ大学

院研究科」を新設する計画である。しかし、大学院の

再編は既存の組織が内含する様々な問題のために時間

的ずれが生ずることが想定される。 

 世界的に高いレベルにある本学が、将来もこのアク

ティビティを維持し、国際競争力を持ち、世界の最高

水準の大学であり得るための方策として、生理活性物

質を探索する研究センターの立ち上げに学内同意が得

られた。この学内コンセンサスをベースにして、「学

際的な生命科学の創造」の具現化の第一歩として、「フ

ロンティア科学実験総合センター」の設置を、平成１

５年度の両大学の概算要求の最重要事項として策定し

た。本センターは「実験支援部門」と「生命科学研究

部門」の２部門構成である。 

 「支援部門」は、両大学の既存の共同利用施設を発

展的に改組し、生物資源分野、分子生物実験分野、機

器分析分野、RI分野の４つに再編し、先端的な生命科

学の教育研究活動を効果的に支援する組織である。 

 「研究部門」は、COE拠点のコア組織も意図し、新規

の生理活性ペプチドの探索研究を行う「生理活性物質

探索分野」、これらの物質の機能を細胞・個体レベル

で研究する「生体機能制御分野」、個体と地球環境と

の関わりなどの生命環境科学の研究を行う「生命環境

科学分野」で構成し、３分野の教員の振替元は基礎医

学講座である。 

 学長を中心としたマネジメント体制としては、医療

担当副学長（病院長）と教育研究及び厚生補導担当副

学長を置き、さらに、適宜、学長直属のワーキンググ

ループを作り、諸懸案に迅速に対応している。その結

果、統合による新生大学の将来構想として、「生命科

学に特徴を持つ大学の創造」を理念の１つに据えるこ

とができた。さらに、その具現化の第一歩として、「フ

ロンティア科学実験総合センター」を立ち上げ、その

「研究部門」の人的要員の振替元を基礎医学講座とす

るなどの学内コンセンサスが迅速に形成されたことも

特記すべきことである。統合後の新生大学も、学長を

中心としたマネジメント体制が強力に発揮され、本学

創設以来の伝統ある生理活性物質研究を目玉とした個

性輝く大学として発展していけるものと確信している。 

 

３．達成状況及び今後の展望 

・平成１５年４月、統合に先立って、宮崎医科大学に

「生命科学研究部門」と「実験支援部門」から成る「フ

ロンティア科学実験総合センター」を設置した。 

・研究部門は、生理活性物質探索分野、生体機能制御

分野、生命環境科学分野で構成され、新規生理活性ペ

プチドの探索や機能解析及び生体システムの制御機構

の研究を担う永続的な研究組織であり、本COEプログラ

ムの中核組織である。生理活性物質探索分野は基礎医

学講座の教授１及び助手１を振替元とし、純増の教授

１も配置した。平成１８年度に２人の教授が就任し、

１９年４月に２人の助教も採用し、医学部臨床系の２



 

 
様式１ 

      【公表用】  

 

人の教授の研究グループと合わせて、本学における生

理活性ペプチドの探索・機能解析研究を行う永続的な

態勢を整えた。今後、世界的に人材難である当該分野

の若手後継者の育成センターの役割を担っていきたい。 

・総合教育研究棟（平成１５年度に建築が完了）の流

動的共同研究施設に生理活性物質探索分野の２人の教

授の研究スペースおよび本COE拠点を重点的に支援す

るスペースを確保し、すでに研究を開始している。 

・支援部門は、平成１５年１０月の統合時に前述の４

分野でスタートしたが、１８年度から生物資源分野、

遺伝資源分野、分子形態・機能解析分野、RI分野に有

機的に改編し、主に生命科学の教育・研究を効果的に

支援できる体制に手直しした。さらに、１８年度に学

長のリーダーシップで遺伝資源分野に新たに教授１人

を配置し、当該分野の教育・研究の充実を図る態勢が

できた。 

・支援部門の４分野に本COEプログラムで導入した機器

を設置して共用可能にし、事業推進担当者相互の有機

的連携が一層推進できるシステムを構築した。 

・研究支援者として、技術職員（１１名）、非常勤職

員（６名）を支援部門に措置した。教育研究基盤経費・

学長裁量の戦略重点経費などを傾斜・重点配分して本

拠点を支援している。例えば、後述の「宮崎大学２１

世紀COEプログラム２００６COE国際シンポジウム」の

開催にあたってもサポートを受けた。 

・医学系大学院医科学専攻修士課程を平成１５年度に

設置し、他学部（農・工学部など）の卒業生を大学院

生として受け入れるシステムを構築した。充足率は約

８０％であるが、少しずつ成果が上がりつつある。ま

た、大学院医学系研究科博士課程についても、様々な

努力の結果、充足率が約９８％に増加し、成果が上が

りつつある。 

・平成１６年１１月、ＣＯＥ国際シンポジウム、COE 

International Symposium of University of Miyazaki, 

"2004 COE International Symposium on Recent Advance  

in Biological Active Peptides and Signal Transduction"を､ 

平成１８年８月、宮崎大学２１世紀ＣＯＥプログラム 

２００６ＣＯＥ国際シンポジウム "Physiologically 

Active Peptides Controlling Biological Systems" を

開催した。 

・医学部の枠を越えた関連学部との有機的な連携を目

的とし、平成１７年度より家畜・伴侶動物における摂

食関連生理活性物質の研究を行っている農学部獣医学

科の教授１人を事業推進担当者に加えて本COEプログ

ラムの一層の推進を図った。 

・本学の理念である「学際的な生命科学の創造」を実

現し、優秀な若手研究者の育成と国際競争力のある大

学作りを実現するための柱となるのは、学部を越えた

融合型大学院の創出である。平成１９年度に鹿児島大

学大学院連合農学研究科を脱退し、本学の農学工学総

合研究科（博士課程）を新設した。一方、農学部獣医

学科の教員が山口大学大学院連合獣医学研究科に参画

している現状を踏まえ、近い将来の本学の医学・獣医

学融合型大学院設置に向けて、両大学の学長の話し合

いも含めて様々な検討を行っている。 

・平成２０年度に現在の医学系大学院の４専攻を「探

索展開ペプチド科学」、「生体制御学」、「細胞・器

官構造学」、「生体防御学」、「社会医学」の５研究

領域から成る医学専攻の１専攻に統合する予定である。 

・上記の融合型大学院が立ち上がれば、今まで当該分

野の若手研究者のほとんどが本学医学部出身者に限定

されていた事態が打開でき、幅広い分野からの若手後

継者の育成が可能となる。 

・研究推進と若手人材育成のため、本COE拠点は平成１

８年度も特任助教授（１人）、特任助手（２人）、ポ

スドク（４人）を採用した。大学院生の経済的支援の

ため、平成１８年度も本COE拠点はリサーチアシスタン

ト（３０名）を採用した。 

・若手研究者の自発的研究活動経費の支援制度を整備

して、平成１８年度も１５名を採用し研究費を配分し

た。 

・本事業期間内に、推進担当者の講師（２人）と助教

授（１人）は全員教授に昇進した（２人は本学医学部

教授；１人は他大学医学部教授）。また、本事業推進

担当者の研究室から２人が本学の教授に昇進した。こ

れら４人の教授が本学における生理活性ペプチドの教

育・研究の中心的役割を担う。他に本事業推進担当者

の所属研究室から学外に６人（国立大学法人３人、私

立大学３人）の教授等を輩出した。 

・これらのことから、COE申請までの１２人の教授就任

と併せて、本COE拠点は生理活性ペプチドの教育・研究

を行う人材の育成にかなり貢献できたと自負している。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 宮崎大学 学長名 住吉 昭信 拠点番号 Ａ２１ 

１．申請分野 Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 生理活性ペプチドと生体システムの制御（ Physiologically active peptides

controlling biological systems）    ※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野：生物科学> (生理活性) (ペプチド) (情報伝達) (遺伝子発現) (受容体) 

３．専攻等名 大学院医学系研究科（生体制御系専攻、細胞・器官系専攻、生体防衛機構系専攻） 

４．事業推進担当者           計  １６名 

ふりがな<ローマ字>

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

（拠点リーダー) 

Tatsuo Nakayama 

中山 建男 

 

Hisayuki Matsuo 

松尾 壽之 

Masamitsu Nakazato 

中里 雅光 

Masayasu Kojima 

児島 将康 

Hiroshi Kannan 

河南 洋 

Kazuo Kitamura 

北村 和雄 

Akihiko Wada 

和田 明彦 

Yujiro Asada 

浅田 祐士郎 

Kazuhiro Morishita 

森下 和広 

Hiroaki Kataoka 

片岡 寛章 

Tatsuo Suganuma  

菅沼 龍夫 

Tetsuya Hayashi 

林 哲也  

Kazunori Imaizumi 

今泉 和則 

Noboru Murakami 

村上 昇 

Yukifumi Nawa  

名和 行文 

Kenji Hiromatsu 

廣松 賢治 

 

 

医学系研究科（生体制御系専

攻）教授 

 

フロンティア科学実験総合セ

ンター特任客員研究員 

医学系研究科（生体制御系専

攻）教授 

医学系研究科（生体制御系専

攻）非常勤講師 

医学系研究科（生体制御系専

攻）教授 

医学系研究科（生体制御系専

攻）教授 

医学系研究科（生体制御系専

攻）教授 

医学系研究科（細胞・器官系専

攻）教授 

医学系研究科（細胞・器官系専

攻）教授 

医学系研究科（細胞・器官系専

攻）教授 

医学系研究科（細胞・器官系専

攻）教授 

医学系研究科（生体防衛機構系

専攻）教授 

医学系研究科（生体制御系専

攻）教授 

農学部・教授 

 

医学系研究科（生体防衛機構系

専攻）教授 

医学系研究科（生体防衛機構系

専攻）助教授 

 

分子生物学 

（理学博士） 

 

ペプチド科学 

（薬理博士） 

神経化学 

（医学博士） 

細胞生物学 

（医学博士） 

生理学 

（医学博士） 

生理活性ペプチド

（医学博士） 

薬理学 

（医学博士） 

血管生物学 

（医学博士） 

分子生物学 

（医学博士） 

実験病理学 

（医学博士） 

組織化学 

（医学博士） 

病理細菌学 

（医学博士） 

細胞生物学 

（医学博士） 

神経生理学 

（農学博士） 

病理細菌学 

（医学博士） 

寄生虫学 

（医学博士） 

 

 

研究の総括 

翻訳後修飾による生体システム制御機構の解

析 

生理活性ペプチドの探索研究 

 

グレリンの末梢、中枢での生理作用の解析 

新規生理活性ペプチドの探索 

グレリンの構造・機能相関の解析 

新規生理活性ペプチドの探索 

グレリンや新規生理活性ペプチドなどの中枢

性調節機構の解析 

アドレノメデュリンの生理作用の解析、新規

生理活性ペプチドの探索 

アドレノメデュリンや新規ペプチドなどの薬

理作用の解析 

アドレノメデュリンや新規ペプチドなどの循

環調節機構の解析 

翻訳後修飾とがん化の関連性の解析 

 

プロテアーゼ切断ペプチドの生理機能の解析

 

ペプチド及びタンパク質の組織分布の解析 

 

微生物由来の生理活性物質の検索 

寄生虫排除関連ペプチドの生理作用の解析 

生理活性物質で活性化する細胞内シグナル伝

達機構の解析（平成１７年３月８日追加） 

新規摂食関連物質の生理学的及び生化学的研

究（平成１７年３月８日追加） 

寄生虫排除関連ペプチドの生理作用の解析 

（平成１５年１０月１日交替） 

新規摂食関連物質の生理学的および生化学的

研究（平成１８年３月３０日退職） 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) １６２，０００ １２４，０００ １１０，００１
１０１，０００

（１０，１００）

９３，７３０

（９，３７３） 

   ５９０，７３１

     （１９，４７３）
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６．拠点形成の目的 

 宮崎医科大学が、地方の一単科医科大学とい

う条件下で、いかにして、独自性を主張し、国

際的な先端研究を推進するかは、大学創設当初

からの基本命題であった。そのため、基礎と臨

床、講座と講座の壁を可及的に排除し、若手研

究者の育成につとめた結果、本学の発表論文の

質の高さは、全国でもトップレベルと評価され

るまでに成長した。その中でも、申請者松尾壽

之（当時本学教授）が指導・推進した「未知の

生理活性ペプチド探索研究」、特に、松尾およ

び寒川賢治（元本学助教授、現国立循環器病セ

ンター研究所長）が行ったナトリウム利尿ホル

モン研究（ANP,BNP,CNP）は、若い学生、若手

研究者に強いインパクトを与えた。新設の小さ

な医科大学の研究室が世界につながっている

ことを若い人たちが直に感じたのであろう。松

尾が平成元年、国立循環器病センターに出向後

も、その伝統は若い世代に受け継がれた。第１

期卒業生で、松尾グループで大学院を修了した

北村和雄は１９９３年に新しい循環調節ペプ

チド、アドレノメデュリン(AM)を発見し、江藤

教授（第１内科）指導の下で、精力的に展開し

たAM研究は、国内外で高い評価を受けた。同じ

く大学院生として松尾グループに参加した児

島将康（久留米大学教授、本学非常勤講師）お

よび中里雅光（第３内科講師）は、寒川および

松尾らとともに、１９９９年にグレリンを胃組

織から発見した。その摂食ホルモンとしての特

異な生理作用は世界的な注目を浴び、２編の

Nature論文を含む主要論文は世界第１位の高

引用度を誇っており、著者のほとんどは宮崎医

大在籍および卒業の研究者であり、本学の貢献

は特記すべきであろう。グレリン研究は多くの

米国研究陣を寄せ付けなかった。このように、

本学はペプチド性の生理活性物質の探索研究

の分野では常に世界のリーダー役を果してき

たことは周知のことである。現在、生理活性ペ

プチド探索研究は日本の独壇場であり、中西重

忠（京都大）、真崎知生（京都大）、藤野政彦

（武田薬品）の業績は世界的に高いレベルにあ

る。外国では、Vale（Salk研究所）、柳沢正史

（テキサス大ダラス）などが著名である。 

このように、われわれが強い国際的な競争力

を持ち、研究が成功した最大の理由は、独自の

方法論を確立していたことにある。そして多く

の経験から生体微量物質の探索・精製に関する

ノウハウを蓄積しており、それを駆使して成果

を上げてきた自信と経験が若い研究者に受け

継がれていることが大きな財産である。華々し

い分子生物学の時代の中で、忘れられかけてい

る生体で表現型として作動している物質自体

を研究対象として取り扱える経験と実績をわ

れわれは持っていると自負している。ポストゲ

ノム時代においてこそ、われわれが長年培って

きた研究方法ならびに研究体制の意義を示す

ことができると確信している。われわれの独自

性を主張し、世界にその成果を発信できるもの

として、「生理活性ペプチドと生体システムの

制御」を立案した。本ＣＯＥプログラムは新規

の生理活性ペプチドの探索、新規及び同定済の

生理活性ペプチド（AMやグレリンなど）の機能

制御、機能発現に重要な翻訳後修飾などの賦活

化機序の研究から成る。下図に示すように、本

ＣＯＥ研究を３つの大課題系に統合し、併せて

課題系間の相互作用と交流を促進することに

よって、新規生理活性ペプチドによる未知の生

体システムの制御機構の存在を明らかにする

ことが期待される。さらに、本研究の成果は国

内外の関連するペプチド研究分野の進展に多

大な波及効果を及ぼすことができると自負し

ている。 

プログラム名称： 

 

機能発現の賦活化

機序の解明 

生 理 機 能 賦 活 化 系

同定済及び新規 

リガンドの機能解析 

生 体 機 能 制 御 系

新規リガンドの探索

活 性 物 質 探 索 系

生理活性ペプチドと生体システムの制御 
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７．研究実施計画 

 われわれ宮崎医大グループでは、永年、生体

内情報伝達に係わる未知のペプチド性リガン

ドの探索研究を行ってきた。ナトリウム利尿ホ

ルモン・ファミリー(ANP, BNP, CNP)やアドレ

ノメデュリン（AM）研究に見られるように、一

つのリガンドの発見は未知の生体制御機構の

存在を明らかにし、関連研究を新しい次元へと

飛躍させる。 

 これまで以上に効率良く研究を推進するた

め、本ＣＯＥプログラムを立案し、新規生理活

性物質の探索研究を軸に、生体機能制御および

生理機能賦活化研究などの関連領域との共同

研究体制をより密にする。自分達の手で新しい

生理活性ペプチドを見つけ出し、その機能を自

分達で解析するという意識を強固にし、各研究

班間の情報交換を積極的に行い、プロジェクト

の流動性を促し、研究効率を上昇させる。ポス

トゲノム時代の大規模プロジェクトの中で、わ

れわれの独自性を主張し、その成果を世界に発

信する目的で本ＣＯＥプログラムを計画した。

ＣＯＥ研究を３つの大課題系に統合し、課題系

間の相互作用と交流を促進し、具体的には下記

のような研究計画を実施する。 

 

(Ⅰ) 活性物質探索系：新規リガンドの探索研

究を行う。 

１）オーファン受容体の内因性リガンドの検索

を行う。グレリン研究に準じて、まず、ラット

受容体発現細胞系を用いて、ラット組織抽出物

の各画分をアッセイし、オーファン受容体と結

合し、細胞内Ca2+濃度の変化を測定して、内因

性リガンドを検出し精製・同定を行う。ラット

cDNAプローブで、ヒト・ペプチドのcDNAをクロ

ーニングする。 

２）副腎髄質褐色細胞腫から異所性に発現する

ペプチドの検索を行う。本細胞株がヒト神経ペ

プチド検索のために有用であることは、既にア

ドレノルフィン、AMおよびPAMP 研究で示した。

検索法はそれに準ずる。 

３）寄生体のゲノム情報に基づく生理活性タン

パク質の検索を行う。ツツガムシ病原体、セラ

チア菌、病原性大腸菌のゲノム配列情報を基に

して、新規生理活性タンパク質を探索する。ア

エロモナス菌などゲノム情報が使えない微生

物については、バイオアッセイ系などを用いて

検索する。 

 

(Ⅱ) 生体機能制御系：われわれが既に同定し

たペプチド（AM、グレリン、ニューロメジンな

ど）や新らたに見出した新規リガンドの機能解

析を行う。 

１）生理活性不明の平滑筋収縮性ニュ−ロメジ

ン類（NMU, NMB, NMC, NMK, NML, NMNなど）の

機能解析を行う。 

２）アドレノメデュリンの生理作用を検討する。

心血管系に限らずこれまでの研究体制を推進

する。 

３）グレリンの生理作用研究を行う。レプチン

と逆の脂肪貯留作用に着目し、エネルギー代謝

における役割を明確にする。脳室内投与による

摂食亢進作用解析に焦点を合わせる。 

４）ペプチドの感染防御能および抗菌性、抗ウ

イルス性の検索を行う。既に同定した全てのペ

プチド類は、ペプチドはもちろん、特異抗体、

cDNAプロ—ブが用意されている。これを用いて

感染防御能発現の機構を解明する。 

５）グレリンやニューロメジンの摂食調節系に

おける神経回路網を解析するため、最近発見さ

れた新規の摂食調節ペプチドNPW, NPBとの関連

を研究する。 

 

(Ⅲ) 生理機能賦活化系：グレリンのアシル化

にも見られるようにペプチド、タンパク質の機

能発現のために、翻訳後に生じる様々な賦活化

機序を解明する。 

１）ジーンノックアウト法を用いて、高等真核

細胞のクロマチン構造の形成と変化を介した

細胞機能の制御機構を明らかにする。主にクロ

マチンの会合とアセチル化に基づく構造変化

に焦点を絞る。 

２）ヒストン修飾酵素の染色体転座による発ガ

ン機序を解明する。主に転写因子MEL1とEvi1の

機能解析に焦点を絞る。 

３）細胞膜上における生理活性物質のプロテア

ーゼとそのインヒビターによる活性化調節機

構を解明する。 
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８．教育実施計画 

 本ＣＯＥプログラムは、大学院医学研究科を

基盤として、研究が効率良く推進できるように

計画を立案する。人材の確保と教育･研究システム

の充実が二本柱となる。 

 人材確保については、学際的な研究を推進で

きるように、平成１５年４月大学院修士課程医

科学専攻（定員１５名）を立ち上げ、非医学系

出身者をこの課程を経て医学研究科博士課程

へとリクルート可能な道筋を作り､人材の育成

と確保を行う。平成１３年度からの昼夜開講シ

ステムの導入により大学院充足率が上昇して

いるが、医科学専攻の設置によって、さらに改善が

期待される。 

 教育・研究システムの充実のために、既存の

附属動物実験施設と実験実習機器センターを

改組し、基礎医学講座教員の配置換えも行って、

平成１５年４月、宮崎医科大学フロンティア科

学実験総合センターを立ち上げる。ＣＯＥプロ

グラムの実質的拠点となる生命科学研究部門

（生理活性物質探索分野、生体機能制御分野、

生命環境科学分野）と、全学的な教育研究支援

を担う支援部門（生物資源分野、ＲＩ分野）で

構成される。現在建築中の総合教育研究棟の一

部をＣＯＥ拠点のために利用する予定である。 

 平成１５年１０月の宮崎医科大学と宮崎大

学の統合を視野に入れて、まず、宮崎医科大学

にＣＯＥ拠点の核となる部分を準備し、それを

軸として、従来の学問分野を越えて研究・教育

を展開するために改組・再編計画を立案してい

る。統合後の新大学は生命科学に特色を持つ大

学の創造を目指しており、平成１６年度以降に

両大学の大学院を改組し、生命科学研究科と自

然共生学研究科を立ち上げる構想である。 

 改組・新設される生命科学研究科（修士およ

び博士課程）は、本学医学部と宮崎大学農・工・

教育文化学部の卒業生などを受け入れ、ＣＯＥ

研究を担う能力と意欲をもった若手研究者の

育成を行う。そのために、ＣＯＥ拠点の中核で

ある本学大学院医学研究科博士課程を、生命科

学研究科医学系専攻（４年制：生体機能制御学

分野および生命環境科学分野）として改組し、

新たに立ち上げる医・農・工の融合領域として

の生命科学研究科バイオサイエンス系専攻（３

年制）とともに、医学および生命科学の学際領

域の研究・教育を担うことを目指す。 

生命科学研究科博士課程は新生大学の中心的

な教育・研究組織であり、ＣＯＥの実質的な拠

点として、医、農、工の３学部およびフロンテ

ィア科学実験総合センターの教員が連携して

研究・教育の指導にあたる。受け入れる学生は

医学部卒業生、生命科学研究科修士課程及び自

然共生研究科修士課程卒業者や、社会人にも門

戸を広げ、先進的な教育研究を行う。特に、Ｃ

ＯＥの研究テーマであるヒトをはじめとした

動植物、微生物や食品に含まれる生理活性物質

の探索に重点を置いた研究を推進する。 

 また、学際領域の研究を担う若手のリクルー

トを意図して平成１５年度に立ち上げる大学

院修士課程医科学専攻は、生命科学研究科医科

学専攻に移行し、新たに立ち上げる看護学専攻

および生命機能科学専攻とともに、各専攻が有

機的に連携して、ＣＯＥ拠点に参画を希望する

人材を養成する。生命科学研究科修士課程では、

生命・食料・環境問題・医療問題に応え得る問

題解決能力を備えた人材育成のため、医科学専

攻、看護学専攻および生命機能科学専攻等の設

置を計画している。 

 平成１５年４月に立ち上げる宮崎医科大学

フロンティア科学実験総合センターは、同年１

０月の統合時に、その支援部門に宮崎大学の遺

伝子実験施設、アイソトープセンターなどを統

合して研究支援能力の拡充を図る。研究部門は

統合後も引き続き、ＣＯＥ拠点の中心となって、

生理活性物質の探索と作用機序の解明を進め

る。 

 以上のように、ＣＯＥ拠点は、宮崎医科大学

における医学研究・教育の推進だけでなく、宮

崎大学との統合により、生命科学に特色をもつ

新生大学の研究・教育の方向性を決める大きな

力となるものである。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

 
１）世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

 本COE拠点の目的は、宮崎医科大学創設以来

の生理活性ペプチドの研究実績を踏まえて、新

規生理活性ペプチドの探索、同定済ペプチドの

生理機能の解明、その賦活化機序の解明などに

よって、未知の生体システムの制御機構を明ら

かにすることである。超微量生理活性ペプチド

の探索を行う若手研究者の育成には、他分野よ

りも長期間の経験とノウハウの蓄積が必要で

ある。この目的の達成には、永続的な人材の確

保と教育・研究システムの構築が必須であり、

以下のように期間中に目的はある程度達成し

たと自負している。 

・関連学部との有機的な連携を目的とし、平成

１７年度より家畜・伴侶動物の生理活性物質を

研究している獣医学科の教授１人を事業推進

担当者に追加した。 

・平成１５年４月、統合に先立って、宮崎医科

大学に「生命科学研究部門」と「実験支援部門」

から成る「フロンティア科学実験総合センタ

ー」を設置した。研究部門は、生理活性物質探

索分野、生体機能制御分野と生命環境科学分野

で構成され、新規生理活性ペプチドの探索や機

能解析及び生体システムの制御機構の研究を

担う永続的な研究組織であり、本COEプログラ

ムの中核組織である。生理活性物質探索分野は

基礎医学講座の教授１及び助手１を振替元と

し、純増の教授１も配置した。１８年度に２人

の教授が就任し、１９年４月に２人の助教も採

用し、医学部臨床系の２人の教授のグループと

合わせて、生理活性物質の研究を行う永続的な

態勢を整えた。 

 

２ ） 人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

・医学部の枠を越えた若手人材確保の方策とし

て、１５年度に大学院医科学専攻修士課程（定

員:１５人）を設置した。充足率は約８０％で

あり、成果が上がりつつある。 

・慢性的な定員不足が続いていた大学院博士課

程（定員：３０人）についても、様々な努力の

結果、充足率が約９８％に増加し、かなりの成

果が上がりつつある。 

・若手研究者を中心にして月１回実施している

「大学院交流セミナー」を１８年度も継続して

開催し、大学院生の発表件数が増え、討論も活

発になってきた。 

・若手人材育成のため、本COEプログラムは、

例えば、１８年度も特任助教授（１人）、特任

助手（２人）、ポスドク（４人）を採用した。 

・大学院生の経済的支援のため、例えば、１８

年度も本COEプログラムはリサーチアシスタン

ト（３０人）を採用した。 

・若手研究者の自発的研究活動経費の支援制度

を整え、例えば、１８年度も１５人を採用し研

究費を配分した。 

・本事業推進担当者の講師（２人）と助教授（１

人）は全員教授に昇進した（２人は本学医学部

教授；１人は他大学医学部教授）。また、本事

業推進担当者の研究室から２人が本学の教授

に昇進した。これら４人の本学教授が生理活性

ペプチドの研究・教育の中心的役割を担う。 

・他に本事業推進担当者の研究室から学外に６

人（国立大学法人３人、私立大学３人）の教授

等を輩出した。 

・これらのことから、本COE拠点は生理活性ペ

プチドの研究・教育を行う人材育成にかなり貢

献できたと自負している。 

 

３）研究活動面での新たな分野の創成と、学術

的知見等 

 新たな分野の創成や学術的知見等について

は多岐に渡るため、幾つかの代表的な例のみを

記す。 

・アドレノメデュリン(AM)やPAMPは循環調節因

子として重要な働きをしており、両ペプチドに

よる新たな循環調節機構を明らかにすること

ができた。さらに、両ペプチドには抗炎症、抗

線維化、抗酸化ストレス作用などの臓器保護作

用があることが国内外の他の研究施設でも認

められた。AMについてはその臓器保護効果を利

用して、急性心筋梗塞の治療薬として日米両国

で開発されることが決定している。 

・ラット非妊娠子宮において、AMは自発的収縮、

ブラジキニン（炎症のメヂエータで早産の異常

収縮の原因）による収縮を抑制したが、生理的

分娩を誘発するオキシトシンとプロスタグラ
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ンディンF2aによる収縮は抑制しなかった。 

・グレリンを用いた慢性閉塞性肺疾患と下気道

感染症への臨床応用を目指した展開医療を開

始した。グレリンはエネルギー同化作用だけで

なく、細胞再生や抗炎症作用を有することを示

した。 

・グレリンは胎児期には強力な細胞増殖作用を

示し、妊娠母ラットのグレリンを中和すると体

重の減少した新生児が生まれ、逆に、グレリン

を妊娠母ラットに毎日投与すると通常より大

きな新生児が生まれた。 

・ヤギのグレリンは他の動物と構造上極めて異

なることが判明し、ヤギに投与すると成長ホル

モン分泌と摂食が顕著に亢進した。また、グレ

リンを食欲不振の犬や猫に投与すると改善す

ることが確認された。 

・新たな生理活性ペプチドの探索を行い、プロ

アンジオテンシンー１２をラット小腸から、強

力な昇圧作用を有した内在性のペプチドとし

て単離同定した。 

・ヒトとラットの脳から新規のペプチドNERP-1

とNERP-2を発見した。遺伝子操作技術、神経回

路網の同定、行動薬理学、ヒトの病態との関連

などに関するペプチドの網羅的解析法を構築

し、NERPsの生理学的意義を明らかにしている。

両ペプチドはシナプス前興奮を抑制して、脳内

でのエネルギー代謝、水・電解質代謝、自律神

経機能を調節していることを明らかにした。 

・ニューロメジンＵは摂食抑制ホルモンであり、

そのノックアウトマウスは肥満を呈する。ニュ

ーロメジンＵの作用は生体時計機構の調節、ス

トレス応答、交感神経系の促進など多様である。

ニューロメジンＵと同じ受容体に作用するニ

ューロメジンＳを同定した。このホルモンはニ

ューロメジンＵとほぼ同じ作用を有する一方、

かなり強い抗利尿作用を示す。 

この作用は視床下部バゾプレッシンニュー

ロンへの作用であり、ニューロメジンSの脳室

内投与はバゾプレッシンの著しい分泌亢進を

起す。 

 上記のように、生理活性ペプチドの発見と機

能解析ならびに臨床応用に関する研究を当初

の予定通り遂行した。 

 

４）事業推進担当者相互の有機的連携 

・単科医科大学の不利な条件を克服するため、

当初から、１）大学院は基礎と臨床、講座と講

座の壁をなくして４専攻とし、複数の教員が共

同で大学院生の教育・研究指導が行えるシステ

ムを導入し、２）共同利用施設（現在のフロン

ティア科学実験総合センターの支援部門）は研

究棟の各フロアに分散配置する方策をとって、

各グループ間の連携を図った。このような実績

を踏まえて、１）生理活性物質を直接研究でき

る経験と実績を持つ研究者を糾合して本COE拠

点を形成し、２）本COEプログラムで導入した

大型機器も各フロアの支援部門に設置して共

用可能にし、事業推進担当者相互の有機的連携

を図り、共同研究を一層活発に展開した。 

 

５）国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

・統合の理念の１つは「学際的な生命科学の創

造」であり、新生大学の重点研究領域として、

生体制御・防御機構と環境の研究などが策定さ

れている。本学で２１世紀COEプログラムに採

択されたのは本拠点のみである。多岐に渡る最

先端の研究成果、一流ジャーナルへの多数の発

表論文数、COE国際シンポジウムの開催、短期

間での生理活性ペプチドを研究する４人の教

授の誕生など、いずれをとっても当該分野の世

界のリーダー役を果している証しである。した

がって、「世界を視野に地域から始めよう」を

スローガンとする個性輝く「国際競争力ある大

学づくり」に最も大きく貢献しているものと考

えられる。 

 

６）国内外に向けた情報発信 

・本COE拠点で得られた研究成果は権威ある外

国のジャーナルを中心に発表してきた。 

主なジャーナルとしては、Science, Nature 

Cell Biology, Cell Metab., Proc. Natl. Acad. 

Sci. USA, Endocrinology, EMBO J., 

Circulation, Mol. Cell. Biol., Mol. Biol. 

Cell, Blood, J. Biol. Chem. 等である。発表

した欧文論文数は２００２年から現在まで約

２８０編に達している。 

・さらに、２度の国際シンポジウム、１）平成

１６年１１月、COE International Symposium of 

University of Miyazaki, "2004 COE 

International Symposium on Recent Advance in 
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Biological Active Peptides and Signal 

Transduction" 、２）平成１８年８月、「宮崎

大学２１世紀COEプログラム ２００６COE国

際シンポジウム」"Physiologically Active 

Peptides Controlling Biological Systems" な

どを宮崎で開催した。 

・その他、本COEプログラム事業推進担当者が

オーガナイズした国際シンポジウムとしては、

1) The 21st Century COE Program "2006 COE 

International Symposium of University of 

Miyazaki in REGPEP' 06 (2006/8/31, Hakone)、 

2) ISH2006 Investigator-Initiated Symposia 

~ The 4th International Forum on Progressive 

Endocrinology (I'FOPE) ~ "Translational 

Research on Cardiovascular Hormones" 

(2006/10/14-15, Fukuoka)などがある。 

 
７）拠点形成費等補助金の使途について（拠点

形成のため効果的に使用されたか） 

・本学は小規模大学でマンパワーや設備などが

不充分であり、生理活性ペプチドの探索・構造

解析・機能解析研究のための大型機器を整備す

る必要があった。細胞内イオン動態及び遺伝

子・蛋白発現イメージングシステム、共焦点レ

ーザー顕微鏡、マススペクトロメトリーなどを

本補助金で導入し、事業推進担当者が共用でき

るシステムを構築して多大な成果をあげた。 

・本補助金の多くは若手育成や拠点形成のため

の人件費に充当し、特任助教授（１人）、特任

助手（２人）、ポスドク（４人）などを採用し

た。また、大学院生の経済的支援のため、RA（約

３０人／年）を採用した。 

・自発的研究活動経費の支援制度を整備して、

公募により大学院生や助手などの若手研究者

（約１５人／年）を採用して研究費を配分した。

国際シンポジウム開催経費や国際学会への参

加旅費などにも充当した。以上のように、拠点

形成費等補助金は拠点形成のために効果的に

使用されたと考えられる。 

 

②今後の展望 

・本学の理念の１つは「学際的な生命科学の創

造」であり、本COE拠点とフロンティア科学実

験総合センターの研究部門は、これを実践する

コア組織であり、本学の研究・教育の方向性を

決める大きな力である。 

・この理念を実現し、優秀な若手研究者の育成

と国際競争力ある大学作りを実現するための

大きな柱となるのは、学部を越えた融合型大学

院の創出である。平成１９年度に鹿児島大学大

学院連合農学研究科を脱退し、農学工学総合研

究科を新設した。一方、獣医学科の教員が山口

大学大学院連合獣医学研究科に参画している

現状を踏まえ、近い将来の本学の医学・獣医学

融合型大学院設置に向け、両大学の学長の話し

合いも含めて様々な検討を行っている。 

・生理活性ペプチド研究をさらに効率的に推進

するため、医学・獣医学融合型大学院設置の前

に、現在の医学系大学院の４専攻を「探索展開

ペプチド科学」を含む５研究領域から成る医学

専攻の１専攻に平成２０年度に統合する予定

である。 

・融合型大学院が立ち上がれば、今まで当該分

野の若手研究者のほとんどが本学医学部出身

者に限定されていた事態が打開でき、本拠点を

核にして幅広い分野からの若手後継者の育成

が可能となる。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

 地方の医科大学の大きな使命の１つは地域

医療の中核を担うことであり、当然、地域住民

もそのような側面からのみ本学を観ていたき

らいがあった。本COE拠点の採択は地方でも世

界の最先端の研究が行えるという認識を喚起

し、地域の活性化に役立った。それまで、国の

大型の科学技術予算とは縁が薄かった宮崎県

も大学との共同プロジェクトの立ち上げに積

極的になり、その成果の１つは県や宮崎大学を

中心にして平成１５年度にスタートした「地域

結集型共同研究事業」である。 

 一方、学内においては、事務系・技術系職員

を問わず、自分達は世界の最高レベルの研究を

行っている職場で共に働いているという誇り

と教員との一体感を持たせたことである。さら

に、特記すべきことは、本学の学生に、自分達

は一地方大学の学生に過ぎないという感情を

なくさせ、世界の最高水準の研究を行っている

大学で学んでいるという誇りを持たせたこと

などである。 
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拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 生理活性ペプチドと生体システムの制御 

１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 21世紀COEプログラム期間中に2回の国際シンポジウムを宮崎市で開催した。なお、これらの国際シ
ンポジウムはいずれも本COEプログラムで採用した若手の特任助教授がオーガナイズした。 
 
○開催時期：2004年11月27日 
場所：ワールドコンベンションセンターサミット（宮崎市山崎町浜山） 
会議の名称： 
「COE International Symposium on Recent Advance in Biological Active Peptides and Signal 
Transduction」 
参加人数：119名（うち外国人参加者：13名） 
主な招待講演者： 
Adolfo J. de Bold (University of Ottawa) 
Discoordinated expression of ANF and BNP during cardiac allograft rejection. 

Mark G. Currie (Research & Development, Microbia) 
MD-1100, an agonist of guanylate cyclase-C (GC-C) for the treatment of gastrointestinal
disorders. 

Joel K. Elmquist (Harvard Medical School) 
Unraveling the CNS pathways regulating body weight homeostasis. 

 
総括： 
 第1回COE国際シンポジウムは、1980年代に宮崎医科大学（現宮崎大学・医学部）で発見され、現在、
心不全の有効な治療薬として、また心機能評価のマーカーとして臨床現場で使用されているナトリウ
ム利尿ペプチドファミリー、90年代に事業推進担当者である北村らにより発見された強力な降圧ペプ
チドであるアドレノメデュリン、さらには児島らにより発見された成長ホルモン分泌促進と摂食亢進
作用を有するグレリンなどの機能解析やトランスレーショナルリサーチに携わる世界トップレベルの
研究者を招いて開催された。大学院生、若手研究者、教職員、製薬企業関係者など、参加者も100名を
超え、宮崎から発信された新規生理活性ペプチドについてのシンポジウムを当地で開催できたことは
きわめて意義深い。 
 
 
○開催時期：2006年8月29日 
場所：ワールドコンベンションセンターサミット（宮崎市山崎町浜山） 
会議の名称：Physiologically Active Peptides Controlling Biological Systems 
 参加人数：159 名（うち外国人参加者：7 名） 
主な招待講演者； 
Naoto Minamino (National Cardiovascular Center) 
PEPTIDOME database and identification of new physiologically active peptides. 

Stephan R. Salton (Mount Sinai School of Medicine) 
VGF is a neurotrophin-regulated peptide precursor that modifies behavior. 

Yvette Taché (University of California, Los Angeles) 
Corticotropin-releasing factor (CRF) signaling pathways and stress response. 

Takaomi C. Saido (RIKEN Brain Science Institute) 
Metabolism of amyloid beta peptide and pathogenesis of Alzheimer's disease - Towards 
prevention and therapy - 

 
総括： 
 第2回COE国際シンポジウムは、ペプチドームやプロテオミクスなどデータベース構築の立場から新
規ペプチド探索を見据えた講演、さらにはアルツハイマー病などに対する治療ターゲット分子として
の生理活性ペプチドの意義など、より幅広い分野からペプチド研究の重要性を議論することができた。
本シンポジウムでは、大学院生や若手研究者から演題を公募し、６題の口頭発表と short talk を盛
り込んだ15題のポスターセッションを企画した。英語による発表とディスカッションを行うことで、
国際舞台で活躍できる若手研究者の育成に大きく貢献できたものと思われる。 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

・２１世紀COEプログラム「若手研究者の自発的研究活動に対する研究費」制度を設けて、若手研究者

の自発的な研究活動を支援した。 

 本COEプログラムの事業推進担当者のグループの博士課程大学院生、ポスドク、助手、若手の助教授

を中心にして、年度初めに公募を行い、提出された「研究計画調書」に基づいて４名の審査委員（事

業推進担当者）の審査によって採択課題を決定した。採択件数は約１２～１５件／年であり、約８０

～１００万円／件の研究費を配分し、終了後は実施報告書の提出を義務付けた。なお、研究計画調書

としては科学研究費の若手(B)の申請書を改変した様式を用いた。 

 

・若手後継者の養成と大学院生の経済的支援のため、本COEプログラムはリサーチアシスタント（RA）

を採用した。 

 年度初めに募集し、医学部の「宮崎大学大学院医学系研究科リサーチ・アシスタント（ＲＡ）実施

要項」に基づいて、希望者の中から、本COEプログラムの事業推進担当者のグループの大学院生を優先

的に採用した（例えば、平成１８年度は３０名）。 

 

・平成１８年度に宮崎で開催した国際シンポジウムにおいては、外国および国内の招待講演者はもち

ろん、学内の若手研究者・大学院生も全員（１５名）、英語で口頭発表を行い活発な討論が行われた。

 

・医学系大学院としては、大学院生（および若手研究者）を対象にして、学外の著名な研究者を招い

て、それぞれの最先端の研究内容を紹介してもらう「大学院セミナー」を年に５～６回の割合で定期

的に開催している。まず、アンケートによって大学院生の希望の演者を募り、医学系研究科教務委員

会で演者を決定している。世界的研究の最新の情報にややもすれば疎くなるきらいのある本学の大学

院生などに強い刺激を与える効果をあげている。 

 

・医学系大学院としては、本COE拠点の事業推進担当者グループの大学院生および若手研究者を中心に

して、「大学院交流セミナー」を月に１回の割合で定期的に開催している。１回に２～３名が発表す

る型式で行っており、最近、特に、大学院生やポスドクの発表件数が増え、討論も活発になってきた。

（「大学院交流セミナー」は平成２０年度より研究基盤科目「先端的医学研究特論Ⅰ」として、大学

院医学研究科（博士課程）の必修科目とする予定である。） 



機関名： 宮崎大学  拠点番号： Ａ２１    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果                 （総括評価）  設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント）  研究教育拠点形成計画全体については、生理活性ペプチド研究の実績を踏まえて想定されている研究教育拠点形成の目的は概ね達成された。 人材育成については、若手研究者の育成に関しては評価されるものの、当初意図された医学系研究科博士課程における医学部以外の学部出身者の教育については、大学統合後まだ間がないことから、成果が出るまでに時間が必要であると思われる。 研究活動面では、ぺプチド検索・機能解析・臨床応用研究についてそれぞれ一定の成果を上げ、当初の目的は概ね達成された。 今後、融合型の医学系研究科大学院の実質化により、医学部以外の学部出身者も含め、若手研究者の育成をさらに推進し、日本における生理活性ペプチド研究教育拠点として発展することが期待される。  

 


